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Calculation by mixed-valence model 
(with no magnetization for Eu3+)

By Miyazaki and 
Harada
in 　Matsuda et al.: 
JPSJ77 (2008) 
054713.

2つの立場：

（１）磁化の不足分はEu３＋の４ｆ電子による。 Eu３＋のXMCDも同じ起
源から生じる。　　　　　Oko et al.: JPSJ 79 (2010) 024713.  

（２）磁化の不足分の起源はEu３＋の４ｆ電子とは無関係。 Eu３＋の
XMCDの起 源はEu３＋の５ｄ電子の磁気分極。　

Van Vleck 常磁性？

軟Ｘ線XAS・MCDへの期待
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Theory with an extended SIAM 
(Single-Impurity Anderson Model)



Calculated valence and 
magnetization
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課題: Eu M45端XMCD実験の解析により、この結果を検証する



Eu M45 XAS and XMCD experiments
(preliminary)
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Examples of analysis
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Spin and orbital sum rules

Magnetic moment for Eu2+ (per site):

Magnetic moment for Eu3+ (per site):



Analyzed results
(Comparison with theory)
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まとめ

EuNi2(Si0.18Ge0.82)2の磁場誘起価数転移における従来の矛
盾点を解消するため、一次転移を考慮した不純物アンダー
ソン模型による理論計算を提案した。

計算された価数と磁化の磁場依存性を検証するため、パル
ス強磁場による軟X線XASおよびXMCDの実験データの解
析をおこなった。

計算結果と実験の解析結果はかなりよい一致を示した。

実験は現在も進行中で、今後、より完全で信頼性の高い結
果が期待される。

以上の結果は、従来の硬X線によるEuL23端XASおよび
XMCDデータを再解釈する上で、重要な情報となると考えら
れる。

実験データを提供して下さった中村哲也氏らに感謝します。


